
Vol.22
May
2023COURSE NEWS LETTERCOURSE NEWS LETTER

㈱あきたタウン情報　RELEASE

今年は入学式の時期に桜が咲いている、という秋田では珍しく、桜の開花がとても早かったですね。
新入社員の方々も、入社から約一カ月たち、会社に慣れてきた頃でしょうか。

何かお手伝いできることがございましたら、お声掛けください。

「秋田県合同就職説明会」に二日間密着取材しました！

COURSE 高校生アンケートを掲載企業さまにお届けしています。

　2023年 3月 14日（火）と 15日（水）の二日間、ANAクラウンプラザホテル秋田で、
秋田県、秋田労働局、秋田新卒応援ハローワーク及び県内各ハローワーク主催の「秋田県
合同就職説明会」が開催されました。この二日間で学生は合計延べ 256 名と、企業 209
社が参加しました。コロナウイルス感染防止対策については、定期的な手指消毒を行うほ
か、ブースが過密にならないようにした上で、ここ数年ブースに設けられていた飛沫防止
パーテーションは外した状態で行われましたが、「パーテーションがないのでとても聞き
取りやすかった」「学生とのコミュニケーションがとりやすい」との声を多数聞くことが
できました。
　会場では、事前に調べてきた興味のあるブースの場所を確認し、急ぎ足で移動したり、
ブースで真剣に話を聞き、質問をするなど、様々な企業の話を二日間で一社でも多く話を
聞こうとする学生がいる一方、興味のある企業の話を聞き終わると満足したのか、すぐに
会場から帰ってしまう学生の姿もありました。
　たくさんの企業の情報に触れ、仕事の楽しさや、やりがいを感じられるような、希望の
職業や企業に出会えますように。「企業との一期一会」、心より応援しています！

就職応援本「COURSE 秋田 2022」のアンケート結果を、掲載企業さまにお
届けしています。また、進路指導担当の先生方からの、就職応援本「COURSE
秋田 2022」を生徒に配布いただいた際のコメントを、一部ご紹介いたします。

・COURSE が年々充実してきて、本当に生徒指導に助かっています。（県央地
区高校／就職支援員）

・冊子は LHR で活用させて頂いています。担任が内容について簡単に紹介をし
てから、生徒それぞれが興味のある企業について読み込んだようです。本校卒
業後にすぐ就職をする生徒はわずかですが、地元の大学や専門学校へ進学する
生徒が半数近くおります。近い将来、就職について考えるきっかけとして、毎
年冊子を活用させていただいております。（県央地区高校／進路指導担当）

・県主催の合同企業説明会の前日に COURSE を生徒に配りました。この説明
会に参加する企業が多く載っていたので、生徒たちは企業のことを調べるのに
ちょうど良かったようです。（県央地区高校／2学年担任）

COURSE秋田Web
にて詳しく

紹介しています



今回は、秋田の伝統工芸です。今回は簡単すぎでしたか？

　　1.樺細工
解　2. 川連漆器
答　3.大館曲げわっぱ
　　4.秋田杉桶樽
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5月 30日（火）第二回秋田採用勉強会を開催します

この度、第二回秋田採用勉強会を開催することが決定いたしました。

2023年 5月 30日（火）15:00～ 16:30

開催内容
・第一講座「解禁日目前！今からできる応募につながる7つの施策」
・第二講座「コロナで変わった、採用活動の在り方とは？」
・学校の先生・就職支援員との特別情報交換会
高等学校の就職担当の先生または就職支援員の方々と行う情報交換会は、「採
用についての最新情報」を共有することができると、毎回大好評です。

第一講座では、高校生採用の解禁日直前の最終確認事項についてお伝えしま
す。
また第二講座では、この先の採用活動についてリアルとデジタルの動きにつ
いてお伝えします。

参加費は無料です。
高卒採用の求人が公開される直前での開催です。
高校の就職指導担当の先生との顔合わせや情報交換ができる場として、ぜひ
ご参加くださいませ。
成功しているノウハウを取り入れて、採用活動を大成功させましょう！
大卒採用、中途採用にも役立ちます。
Zoomによるオンラインでの開催なので、
どこからでもご参加いだけます！
まだ参加申し込みをされていない企業様は、
ご検討ください。

Q1　ヤマザクラの樹皮を用いて作られ、独特の技法でヤマザクラの
樹皮特有の光沢を生かした、渋くて奥深な色合いが素敵な伝統工
芸品です。茶筒などの他、ブローチなどの製品も見られますね。

Q２　「地塗り」と「中塗り」を何度も繰り返し、塗り立てと言われ
る「花塗り」で仕上げ乾燥するのが特徴です。丈夫で使いやすく、
普段使いに喜ばれている実用漆器で、椀が主流です。歴史をたどれ
ば今から800年前の源頼朝の時代まで遡るそうで、驚きです。

Q3　きこりが杉柾で曲物の器を作ったことに始まり、藩政時代に
は時の大館城主が武士の内職として推奨しました。秋田杉を薄くそ
いだ板を熱湯で煮て柔らかくし、筒状に丸めて作ります。おひつの他、
お弁当箱やバターケースが素敵なんですよね～！

Q４　秋田城遺跡から戦国時代のものとみられる桶の一部が発見さ
れるなど、歴史が長いです。江戸時代には佐竹藩の保護のもとで産
地が形成され、現在は大館市、能代市及び北秋田市で生産されてい
る国指定の伝統的工芸品です。蓋ありと蓋なしで名前が違いますよ！

申し込みは
コチラから


